
　ストッパー×2個 　シール×4枚

　金属ダボ×4本

　木ダボ×32本

　ピン×24本

　締付け円盤×24個

組立て部品完成図

①固定棚A×1枚

⑤扉（左）×1枚

④背板（小）×1枚

⑫背板（大）×1枚

③脚×1枚

⑬幕板×1枚

⑲フック×2個

⑱取っ手×2個

　六角レンチ（4mm）×1本⑮可変棚×1枚

⑦底板×1枚

⑯補強板×1枚

⑰レール×2本

⑩側板C×1枚 ⑪側板D×1枚

⑧側板A×1枚 ⑨側板B×1枚⑥扉（右）×1枚

②天板×1枚

⑭固定棚B×1枚

総耐荷重　50kg

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（RAC-TW03Wなど）と
　下記の部品番号（①～　）と部品名（フックなど）をお知らせください。

10

105

10

5

10

A梱包

B梱包

⑳丁番×4個

　マグネットキャッチ×2個

　プレート×2枚

72
0

340 700

710 440

664

664

664

662

658

560

47
2

12
30 24
4

42
2

19
2

21
0

18

296

340

296

325

18

20

18

18

18

P:3
2×

4 
Up

フック耐荷重　1kg

使用ボルト

　ネジA×10本〔3×14〕

　ボルトB×4本〔M6×10〕

　ネジB×24本〔4×16〕

　ネジC×4本〔4×40〕

　ボルトA×4本〔M4×18〕

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

折りたたみ収納ラック（RAC-TW03シリーズ）組立説明書

★用意していただくもの・・・・・プラスドライバー、
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

Ver.1.1



補強板にストッパーを取付けます。1

側板A、Bにマグネットキャッチを取付けます。4 ピンを取付けます。5

天板に補強板を取付けます。2 プレートを取付けます。3
使用ボルト

　ネジA〔3×14〕

使用ボルト

　ネジA〔3×14〕

使用ボルト

　ネジA〔3×14〕

使用ボルト

　ボルトB〔M6×10〕

※側板Bにも同様に取付けます。 ※側板Bにも同様に取付けます。

※下図の穴を使用します。 ※下図の穴を使用します。

前

前 ②天板

⑯補強板
※凹みのある方が
　前です。

⑰レール

　ボルトB

⑯補強板

⑧側板A

　ストッパー

　ネジA 　ネジA

　ネジA

　プレート

　マグネットキャッチ
※マグネットが前です。

　ピン

※長穴の中心で固定します。

長穴



背板（大）を取付けます。7

側板Aに天板を取付けます。6
❶補強板を前に引き出します。 ❷木ダボとピンを差し込みます。

前

前

上

❸締付け円盤を差し込みます。 ❹締付け円盤を回して固定します。

❶木ダボとピンを差し込みます。 ❷締付け円盤を差し込みます。 ❸締付け円盤を回して固定します。

前

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

⑯補強板

②天板

　締付け円盤

　締付け円盤

　木ダボ

　木ダボ

引き出す
⑧側板A

⑫背板（大）
※溝が前、上です。



幕板を取付けます。8

固定棚Bを取付けます。10底板を取付けます。9

❶木ダボとピンを差し込みます。 ❷締付け円盤を差し込みます。 ❸締付け円盤を回して固定します。

❶木ダボとピンを差し込みます。 ❷締付け円盤を差し込みます。 ❸締付け円盤を回して固定します。

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

　締付け円盤

前

前

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

　締付け円盤

⑬幕板
※溝が後です。

⑦底板

⑭固定棚B
※切り欠きが後です。

　締付け円盤

　締付け円盤

　木ダボ

　木ダボ

差し込む



側板Bを取付けます。

❶木ダボを差し込みます。 ❸締付け円盤を差し込みます。❷側板Bのピンを差し込みます。 ❹締付け円盤を回して固定します。

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

　締付け円盤

11

脚を取付けます。13本体をひっくり返します。12
❶補強板を押し込み、天板を折りたたみます。 ❷本体をひっくり返します。 ❶木ダボを差し込みます。 ❷ネジCで脚を取付けます。

使用ボルト

　ネジC〔4×40〕

　木ダボ

　木ダボ

⑨側板B

　締付け円盤

⑯補強板

押し込む

折りたたむ
※マグネットキャッチに
　付いていることを
　確認してください。

　マグネットキャッチ

　ネジC

③脚

前



使用ボルト

　ネジB〔4×16〕

使用ボルト

　ネジB〔4×16〕

使用ボルト

　ネジB〔4×16〕

　ボルトA〔M4×18〕

使用ボルト

本体を起こして、扉に取っ手を取付けます。16 可変棚を取付けます。17

本体を横にして、扉を取付けます。15扉に丁番を取付けます。14

❶金属ダボを差し込みます。 ❷可変棚を取付けます。

❶丁番の長穴を使って取付けます。 ❷残りの穴で固定します。

※最後に全てのネジを
　締め込みます。

※扉（右）にも同様に取付けます。 ※本体をひっくり返して、同様に扉（右）も取付けます。

　ネジB

⑳丁番

⑤扉（左）
⑤扉（左）
※穴が上です。

⑱取っ手

上

　ボルトA

　金属ダボ
※任意の高さに差し込みます。
※同じ高さに差し込みます。

⑮可変棚

　ネジB
※ゆるめに取付けます。

　ネジB

※下図の長穴を使用します。

長穴 長穴



側板Cに固定棚Aを取付けます。21

側板C、Dにピンを取付けます。20木ダボを取付けます。18

❶木ダボとピンを差し込みます。 ❷締付け円盤を差し込みます。 ❸締付け円盤を回して固定します。

※側板Dにも同様に取付けます。

※下図の穴を使用します。

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

　締付け円盤

⑩側板C

⑩側板C

①固定棚A

　ピン

　締付け円盤

　木ダボ

　木ダボ

ピンを取付けます。19

　ピン



側板Dを取付けます。23

背板（小）を取付けます。22
❶木ダボとピンを差し込みます。 ❷締付け円盤を差し込みます。 ❸締付け円盤を回して固定します。

❶木ダボを差し込みます。 ❸締付け円盤を差し込みます。❷側板Dのピンを差し込みます。 ❹締付け円盤を回して固定します。

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

　締付け円盤

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

　締付け円盤

④背板（小）

　締付け円盤

　締付け円盤
⑪側板D

　木ダボ

　木ダボ



シールを貼り付けて完成です。26

本体に側板C、Dを取付けます。24
❶木ダボとピンを差し込みます。 ❷締付け円盤を差し込みます。 ❸締付け円盤を回して固定します。

フックを取付けます。25
使用ボルト

　ネジA〔3×14〕

三角を穴の方向に向けます。

　締付け円盤

締付け円盤をプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

　締付け円盤

　締付け円盤

⑩側板C

⑪側板D

　ネジA

　シール

⑲フック
※任意の位置に
　取付けます。



天板の開き方 扉の調整方法

開く

❶天板を開きます。

❷補強板を引き出します。

②天板

⑯補強板
※最後まで引き出して
　ください。

引き出す

BA

BA

B A

B A

〈上面図〉

〈正面図〉

可動部で指などをはさまないように
十分ご注意ください。

CC/AE/RKDaC h t t p s：/ /www . s a nwa . c o . j p /

最新の情報はWEBサイトで
https://www.sanwa.co.jp/

本製品の
詳細情報
はこちら！

弊社サポート
ページはこちら！

❶丁番の前後調整ネジをゆるめます。

❷扉を前後に調整します。
※調整後は前後調整ネジをしっかりと
　締め付けてください。

締まる

ゆるむ

B

A

丁番の左右調整ネジを回すと、扉の左右の
位置を調整できます。

❶丁番の前後調整ネジをゆるめます。

❷扉を前後に調整します。
※調整後は前後調整ネジをしっかりと
　締め付けてください。

ゆるむ

締まる

A

B

丁番の左右調整ネジを回すと、扉の左右の
位置を調整できます。


